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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月22日(2008.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潤滑油を含む潤滑成分および樹脂成分を必須成分とし、前記樹脂成分は発泡して多孔質
化された固形物であり、かつ前記潤滑成分を樹脂内部に吸蔵してなる多孔性固形潤滑剤。
【請求項２】
　発泡した樹脂成分が、連続気孔率５０％以上であるように発泡した樹脂成分である請求
項１に記載の多孔性固形潤滑剤。
【請求項３】
　樹脂成分が、ゴム状弾性を有する樹脂またはゴムからなり、外力による変形により潤滑
成分の滲出性を有する請求項１または２記載の多孔性固形潤滑剤。
【請求項４】
　樹脂成分の発泡倍率が、１．１～１００倍である請求項１～３のいずれかに記載の多孔
性固形潤滑剤。
【請求項５】
　樹脂成分が、ポリウレタン樹脂である請求項１～４のいずれかに記載の多孔性固形潤滑
剤。
【請求項６】
　潤滑成分が、ウレア系増ちょう剤で増ちょうしたグリースである請求項１～５のいずれ
かに記載の多孔性固形潤滑剤。
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